
脳卒中治療を支える医療技術と

臨床工学技士の挑戦

「BRAIN CE」 「NEUROSURGERY CE」 そんな “ ワード ” はまだない。
しかし、脳神経分野で活躍するCEは多岐にわたって存在する。厚生労働省
から「現行制度の下で実施可能な範囲におけるタスク・シフト/シェアの推進に
ついて」が公布され、業務の見直しとタスク・シフト/シェアが推進された。これ
により、CEが脳血管内治療に新たに参画、循環器カテーテル業務からさらに
業務拡張するきっかけとなったに違いない。

臨床工学技士会において、脳神経分野のCE業務は確立しているとは言
い難い。このタスク・シフト/シェアの流れがある今、CE業務を確立すべき啓発
活動が必要と考える。

今回、脳神経分野で活躍するCEの方々より、得意とする業務と将来性や
現段階での問題点を述べていただき、会場の皆様と討論したい。
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